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ビンナガ 北太平洋 
（Albacore Thunnus alalunga） 

 
 

管理・関係機関 
中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC） 
全米熱帯まぐろ類委員会（IATTC） 
北太平洋まぐろ類国際科学委員会（ISC） 

最近の動き 
北太平洋ビンナガの最新の資源評価は、2023 年 3 月の ISC

ビンナガ作業部会で実施され、本資源は、おそらく過剰漁獲さ
れておらず、乱獲状態でもないと判断された。この結果は、同
年 7 月の ISC本会合で承認され、同年 8 月のWCPFC科学委
員会に報告された。2022 年の本資源の総漁獲量は 5.0 万トン
（暫定値）、日本の漁獲量は 3.0万トンであった。 
本資源は2015年から ISCビンナガ作業部会において管理戦

略評価（MSE）の開発が進められてきたが、その成果に基づき、
2022年 8月の IATTC年次会合及び同年 12月のWCPFC年次
会合おいて、本資源に対する漁獲戦略が合意され、新たな管理
目標のほか、管理基準値として、目標管理基準値（F45%SPR）、
閾管理基準値（30％SSBcurrent, F=0）、限界管理基準値（14％
SSBcurrent, F=0）が定められた。さらに 2023年には両機関の年次
会合において、漁獲戦略に具体的な漁獲制御ルールを追加する
改正が採択された。 

利用・用途 
日本において、本資源は生鮮及び加工品として利用されてい

る。1990 年代頃から生鮮用ビンナガの中で特に脂がのったも
のを「ビントロ」や「とろびんちょう」と称して販売されてい
る。生鮮以外では、缶詰や生節に加工される。ビンナガの肉は
ホワイトミートと呼ばれ、カツオやキハダよりも高級な缶詰材
料となる（魚住 2003）。米国では、ビンナガは缶詰原料とし
て古くから「海の鶏肉（シーチキン）」として賞味されている
（久米 1985）。 

漁業の概要 
本資源は、日本の竿釣り、日本と台湾のはえ縄及び米国とカ

ナダのひき縄で漁獲されている。日本では流し網やまき網でも
漁獲されるが漁獲量は少ない。はえ縄は、冬季に北緯 30度付
近の東西に広がる帯状水域で中・大型魚（尾叉長 70 cm以上）
を主に漁獲対象としており、北緯 10～25度の海域では大型魚
の成魚を漁獲している。日本の竿釣りは夏季から秋季に北西太
平洋で、米国のひき縄は夏季から秋季に北東太平洋で未成魚
（尾叉長 45～90 cm：2～5歳）を漁獲している。 
北太平洋ビンナガの総漁獲量は 1950 年代前半～1960 年代

に約 5 万～約 9 万トンであったが 1970 年から増加し、1976

表 1. 北太平洋ビンナガの国・地域別漁獲量（トン、2004～2023年）（ISC 2024） 
年 日本 韓国 台湾 米国 メキシコ カナダ 合計

2004 57,713 77 4,988 15,513 104 7,857 86,252
2005 38,598 419 4,472 10,690 0 4,829 59,008
2006 37,710 134 4,317 13,300 109 5,833 61,403
2007 66,650 136 2,916 12,797 40 6,040 88,579
2008 41,192 400 3,069 12,563 10 5,464 62,698
2009 55,878 95 2,378 13,622 17 5,693 77,683
2010 41,749 107 2,818 13,032 25 6,527 64,258
2011 47,723 78 3,437 11,365 - 5,385 67,988
2012 61,576 156 2,647 16,287 0 2,484 83,150
2013 55,958 173 4,428 13,519 0 5,088 79,166
2014 51,844 116 2,619 14,700 0 4,780 74,059
2015 43,940 38 3,027 12,820 0 4,391 64,216
2016 34,986 56 3,406 11,708 0 2,842 52,998
2017 39,765 202 4,338 7,947 0 1,831 54,084
2018 34,302 101 4,514 8,217 0 2,717 49,851
2019 22,443 65 5,460 9,226 0 2,402 39,596
2020 56,230 56 3,810 7,927 0 2,376 70,399
2021 30,571 275 5,953 4,754 0 2,419 43,972
2022 16,274 173 4,856 9,300 0 3,639 34,242
2023 16,274 113 6,654 4,249 0 1,143 28,433
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（L：尾叉長（cm）、t：年齢（1歳以上に適用）） 
成熟年齢は、5 歳で 50％が、6 歳で 100％が成熟するとさ

れ、雌の最小成熟体長は尾叉長約 90 cm（5歳）と推定されて
いる（上柳 1957）。卵粒数は 1個体（体長 95～103 cm）あ
たり 80万～260万粒である。 
体長体重関係は、北太平洋をほぼカバーする日本、米国及び

台湾のデータ（1989～2004年）から、雌雄込みで、四半期ご
とに以下のとおり推定されている（Watanabe et al. 2006a）。 

W = 8.7×10-5 L2.67 （第 1四半期：4～6月） 
W = 3.9×10-5 L2.84 （第 2四半期：7～9月） 
W = 2.1×10-5 L2.99 （第 3四半期：10～12月） 
W = 2.8×10-5 L2.92 （第 4四半期：1～3月） 

（W：体重（kg）、L：尾叉長（cm）） 
主要な餌生物は魚類、甲殻類及び頭足類である。そのほかに

も尾索類、腹足類等多くの生物種が胃内容物として出現してお
り、日和見的な摂餌をしているものと考えられている
（Clements 1961）。ただし、胃内容物組成の重量比では魚類
が卓越する場合が多く、海域や季節によって異なるが、カタク
チイワシ、マイワシ、サンマ及びサバ類等を主に摂餌している
と考えられる。Watanabe et al.（2004）は 2001～2003年に
漁獲したビンナガの胃内容物を調べた結果、カタクチイワシが
多く出現したこと、その原因が該当期間のカタクチイワシ資源
の増加であることを報告している。捕食者についてははっきり
しないが、サメ類、海産哺乳類及びマグロ・カジキ類によって
捕食されているものと考えられる。 

資源状態 
最新の資源評価は、2023年 3月に ISCビンナガ作業部会で

実施された（ISC 2023）。解析には統合モデル Stock synthesis 
3（SS3）が使用され、1994～2021年の日本（はえ縄、竿釣り
等）、米国（はえ縄、ひき縄）、カナダ（ひき縄）、台湾（は
え縄）等の漁獲量データ（重量または尾数）及びサイズデータ
（利用可能な漁業について）が用いられた（いずれも四半期別）。
2023 年の資源評価では、クラスター解析により日本はえ縄船
の船団定義を変更し、季節効果を加えた海域 2 の第 2 四半期

の日本はえ縄 CPUE が新たな親魚指数として採用された。生
物パラメータである成熟年齢、体長体重関係式、スティープネ
ス（0.9）は、それぞれ上柳（1957）、Watanabe et al.（2006b）、
Brodziak et al.（2011）と Iwata et al.（2011）に基づいた。 
統合モデルによる解析の結果、雌の産卵親魚量の推定値は、

約 6.2 万トンから約 9.6 万トン付近を変動し、1999 年にピー
クを示した後、2008 年まで減少し、その後は横ばいで推移し
た（図 4(A)）。2021年の産卵親魚量の推定値は約 7.0万トン
であり、漁業がないと仮定して推定した現在の産卵親魚量の
54％であった。加入量は、資源評価期間の平均値周辺で横ばい
に推移し、2017年に大幅な増加がみられた（図 4(C)）。この
歴史的な高加入に起因して 1歳魚以上の近年の資源量は 2018
年以降増加傾向が見られるものの（図 4(B)）、作業部会では
2021 年時点では親魚量へは反映されていないことに留意が必
要とした。近年（2018～2020年）の漁獲の強さが雌雄別年齢
別に推定されており、若齢魚では雌雄に違いは見られないが、
6 歳から 12 歳までは雄に対する漁獲圧が大きい結果となった
（図 5）。これは、雄は成長が早いため自然死亡率が雌よりも
低く、5歳以上の高齢魚では漁獲の選択性が雄に偏るためと考
えられた。なお、若齢魚を漁獲する竿釣り・ひき縄・まき網漁
業のほうが、高齢魚を対象とするはえ縄漁業よりも資源全体へ
の影響が大きいことも確認された（図 6）。 

2023年には、前回の資源評価（2020年）で使用した将来予
測プログラム（雌雄別の資源動態を考慮したもの）をさらに改
良し、将来予測最終年の年齢別資源尾数と将来の加入の不確実
性、さらに歴史的な漁獲圧（F）の変動を将来の不確実性で考
慮できるようになった（Ijima et al. 2016、Ijima 2020、Ijima 
et al. 2023）。2023 年の資源評価ではこの将来予測プログラ
ムを用いて、2020 年と同様に①漁獲圧（F）一定（F2018-2020）
と②歴史的（2005～2019年）な Fの変動を採用した 2つの将
来予測シナリオを設定し、2022 年から 2031 年までの予測を
実施した。漁獲圧一定シナリオの場合、雌の産卵親魚量は 2023
年に約 12 万トンまで増加した後、徐々に減少し 2027 年以降
は約 9.0万トンで推移し、今後 10 年間で限界管理基準値を下
回る確率は 2.3％となった（図 7A）。歴史的な F の変動を採
用したシナリオの場合、雌の産卵親魚量は 2031年に 8.8万ト
ンまで増加し（図 7B）、限界管理基準値を下回る確率は約 1.9％
となった。 
以上の結果から、作業部会では、北太平洋ビンナガ資源は、

おそらく過剰漁獲でも、乱獲状態でもないとした（図 8）。こ
の結果は、2023年 7月の ISC本会合で承認されたのち、8月
のWCPFC科学委員会に報告された。 

管理方策 
WCPFC においては、現行措置の CMM2019-03 に従い、総

漁獲努力量を現行水準を超えて増加させないこと、各 CMM
（加盟国、協力的非加盟国及び参加している海外領土）におい
て漁獲努力量を 2002～2004 年の平均レベルから増加させな
いための必要な措置を講じることとされている。IATTC にお
いても、同様の措置が合意されている（IATTC 2018）。 

2014年 9月のWCPFC北小委員会において、現在の漁獲レ
ベルの継続を可能とし、限界管理基準値を下回る危険性を低く

図 3. 北太平洋ビンナガの雌雄別の成長曲線（ISC 2023） 
点線は 95％信頼区間。 
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で限界管理基準値より高く維持すること、②総資源量の減耗率
を 2006～2015年平均に維持すること、③漁獲圧（F）を 50％
以上の確率で目標管理基準値と同等もしくはそれ以下に維持
すること、④可能な限り、管理する漁獲量及び／もしくは努力
量の変化を緩やかにすること、とされている。管理基準値は、
目標管理基準値をF45%SPR、閾管理基準値を30％SSBcurrent, F=0、
限界管理基準値を 14％SSBcurrent, F=0とすることになった。その
後、2023年の IATTC及びWCPFC年次会合において、漁獲戦
略に具体的な漁獲制御ルールを追加する改正が採択された。 
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かつお・まぐろユニット 
かつおサブユニット 
水産資源研究所 水産資源研究センター  
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ビンナガ（北太平洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5年間） 

2.8万～7.0万トン 
最近（2023）年：2.8万トン 
平均：4.3万トン（2019～2023年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5年間） 

1.6万～5.6万トン 
最近（2023）年：1.6万トン 
平均：2.8万トン（2019～2023年） 

資源評価の方法 統合モデル（SS3）による解析 

資源の状態 
（資源評価結果） 

SSB2021（雌のみ）：7.0万トン 
SSBMSY（雌のみ）：2.3万トン 
SSB2021 / SSBcurrent, F=0：0.54 
F2018-2020 / FMSY：0.49 
2021年の資源状態は、過剰漁獲ではなく、乱獲状態でもない 

管理目標 

2022年に IATTC及びWCPFCで以下の新管理目標を採択 
今後 10年間にわたり 
①産卵親魚量（SSB）を 80％以上の確率で限界管理基準値より高く維持する、 
②総資源量の減耗率を 2006～2015年平均に維持する、 
③漁獲圧（F）を 50％以上の確率で目標管理基準値と同等もしくはそれ以下に維持する、 
④可能な限り、管理する漁獲量及び／もしくは努力量の変化を緩やかにする 

管理措置 

・漁獲努力量を現行水準未満に抑制（WCPFC、2005年） 
・漁業がないと仮定して推定した現在の資源量の 20％を下回らないよう漁業を管理
（WCPFC、2017年） 
・漁獲努力量を現行水準未満に抑制（IATTC、2005年） 

管理機関・関係機関 ISC、WCPFC、IATTC 

最近の資源評価年 2023年 

次回の資源評価年 2026年 
     

 


